
　　　　

令和8 年 3 月 3 日

９ 時 から １５ 時 まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携 職員の質の向上
◆研修による自己研鑽
　市主催研修、外部講師による園主催研修、外部派遣研修、自主研修、園内研修
　愛知県医療療育総合センターによる研修

◆地域支援
・ももの会、ももっこ広場　　・保育所等訪問支援　・訪問相談
・虹色ちたっこ相談　　　　　・発達相談
◆地域連携
　・岡田西保育園との交流（年中・年長）
　・岡田コミュニティ主催の作品展で園児の作品を展示

法人（事業所）理念 一人ひとりの発達に合わせて基本的な生活習慣を身に付け、色々な遊びを通して生活経験を豊かにする中で言葉や運動機能・社会性の芽生えなどを促し、親子関係の確立に努める。

移行支援

・分離、単独療育による移行支援
・岡田西保育園との交流
・保育園の特別支援クラスの見学体験
・地域の小学校の見学　・特別支援学校の見学
・特別支援学校についての講演会の実施
・放課後デイサービス説明会の実施（直営の相談支援事業所による）

・ママサロン（保護者同士の仲間づくり、お楽しみ）
・ココアの部屋（心理士による相談）
・保護者面談（随時）

支援プログラム

送迎実施の有無
預かり保育あり：８時～９時、１５時～１８時
　　　　　　　　※利用条件あり

※利用条件あり

事業所名 作成日

家族支援

支援内容

●生活リズムをつくる。
●生活習慣を身に付ける。（自分でやってみようとする気持ちを育てる）
　・食事の習慣化（色々な食材を見たり、触ったり、食べたりする。食事の準備片付けも含む）　・排尿、排便の習慣化（トイレに慣れ、排泄しようとする。サインを出す、後始末など）
　・清潔（洗顔、手洗い、歯磨き、鼻かみなど）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・着脱（衣服や靴を着脱しようとする）

●全身を使った活動を通して、身体を動かす心地良さを感じられるようにする。
　・歩く、走る、止まる、這う、転がる、跳ぶ　　・揺さぶり遊びなど平衡感覚を養ったり、体をコントロールしたりする遊び
●様々な感触に慣れ、感覚が豊かになり、遊びが楽しめるようにする。
　・見る、聞く、触れる、嗅ぐ、味わう　・形、色、大きさ、量等性質や仕組みがわかるようになる　・様々な素材に触れる

本
人
支
援

●繰り返しの中でわかることを増やし、自分でやってみようとする気持ちを育てる。
●やってみようとする気持ちやできたことなど、十分に認めていき、やる気や満足感が持てるようにする。

●言葉をかけられたり、応答的なやり取り（言葉やサイン、態度など）を通して、身近な人と気持ちを通わせる。
●生活に必要な言葉が徐々にわかり、動きとつながるよう支援する。
●絵本や紙芝居、歌に親しみ、簡単な言葉（擬音）を繰り返したり、模倣することを楽しめるようにする。

●生活や遊びの中で、子どもの気持ちに共感したり受け止めたりしていく事で、身近な大人と信頼関係を作っていく。
●大人との信頼関係から、周りにいる友だちにも興味が持てるように、きっかけづくりをしていく。
●生活や遊びを通して、簡単なルールや順番などがあることをわかりやすく知らせていく。

支援方針 ・保護者と子のより良い関係づくりをする　　・基本的な生活習慣の自立を図る　　　・集団生活へのステップ作りをする

営業時間

児童発達支援センター知多市立やまもも園



主な行事等
・身体測定（毎月）・内科、歯科健診（２回/年）・嘱託医訪問（１回/月）・言語相談（１回/月）・咀嚼嚥下相談（随時）・療育相談　・音楽リズム（１回/月）・療育参観　・避難訓練（１回/月）
・はじまりのかい　・誕生会（毎月）　・七夕会　・水遊び　・運動会　・遠足（春、秋）　・お楽しみ会（クリスマス）　・節分　・やまもも発表会　・ひなまつり　・成長を祝う会　・卒園式、おわりのかい


